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(57)【要約】
【課題】台部付きタンクにポンプ組付用の口径の大きな
下開口を設けずに、成形性、シール性、組立性、メンテ
ナンス性に優れたものにし、成形材料を少なく、軽量化
し易くし、強度を大きくする。
【解決手段】台部２７付きタンク２４の後面壁中央部２
９を凹ませて、ポンプ収納凹所３０を形成し、そのタン
ク２４の最下部付近の壁５３に、タンク２４内の液体を
ポンプ２５の液加圧室３１に送る液送出用下穴３３を設
ける。又、ポンプ２５の液加圧室３１に液送出用下穴３
３と対応する液受入用口部を設けると共に、その液加圧
室３１の下側に、台部２７で回動自在に支持するレバー
軸４４が嵌まる軸受部４８を突設する。そして、ポンプ
収納凹所３０内にポンプ２５を収納して組み付け、台部
２７付きタンク２４の後側にポンプ２５を外付けする。
【選択図】  図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体収容タンクの上面壁に液体投入用上開口を設け、そこに開閉自在な上蓋を備え、そ
のタンクの底面壁にタンクを立てて置くための支持用台部を突設し、その台部付きタンク
に、タンク内の液体を吸入し加圧するピストン又はダイヤフラムを備えた液加圧室と、そ
の加圧液を蓄える蓄圧チャンバとを備えて、その蓄圧チャンバから加圧液を吐出するポン
プを組み付け、その台部で把持用先端部を有する棒状の操作レバーと一体の回動軸を回動
自在に支持し、そのレバー軸とポンプの液加圧室内に突出し、ピストン又はダイヤフラム
を駆動する駆動用ロッドとの間に、レバー軸の回動運動を駆動用ロッドの往復直線運動に
変換する機構を介在してなる背負式レバー操作型噴霧機であって、上記台部付きタンクの
後面壁中央部を凹ませてポンプ収納凹所を形成し、そのタンクの最下部付近の壁にタンク
内の液体をポンプの液加圧室に送る液送出用下穴を設け、その液加圧室に液送出用下穴と
対応する液受入用口部を設けると共に、その液加圧室の下側にレバー軸が嵌まる軸受部を
突設し、そのポンプ収納凹所内にポンプを収納して組み付け、台部付きタンクの後側にポ
ンプを外付けすることを特徴とする背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機。
【請求項２】
　タンクの後面壁に、ポンプ収納凹所の上側部に収納したポンプの蓄圧チャンバを覆うポ
ンプカバーを備え付けることを特徴とする請求項１記載の背負式レバー操作型ポンプ外付
け噴霧機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬液等の液体散布に使用する背負式のレバー操作型噴霧機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、農作物、その他へ薬液、水等の液体散布をするため、背負って棒状のレバーを操
作する手動噴霧機が使用されている。このような背負式レバー操作型噴霧機１は、図７に
示すように通常その主要部を、液体を収容するタンク２に、そのタンク内の液体を吸入し
加圧して吐出するポンプ３を組み付け一体化して構成する。そして、タンク２にはその上
面壁に、液体投入用の口径の大きな上開口を設け、そこに開閉自在な上蓋４を備える。又
、タンク２の底面壁の背負面壁（前面壁）側下部に、タンク２を立てて地面等の上に置く
ための支持用台部５を突設し、更に底面壁の後面壁側にポンプ３の蓄圧チャンバ側をタン
ク２内に下方から挿入し、組み付けるための口径の大きな下開口を設ける。
【０００３】
　又、ポンプ３として、タンク２内の液体を室内に備えたピストン又はダイヤフラムの運
動により吸入し加圧する液加圧室と、その加圧液を蓄える蓄圧チャンバとを一体に結合し
て備えたユニットを用いる。すると、タンク２にポンプ３を組み付ける際、図８に示すよ
うにタンク２の口径の大きな下開口の周囲下面６と、液加圧室７の下部側周囲に設けたフ
ランジ部８の相対する上面との間にパッキン９を介在し、それ等の外側を取り囲むポンプ
固定用の組み付けキャップ１０を用いて、タンク２にポンプ３を組み付けて固定し、水漏
れを防止できる。なお、組み付けキャップ１０はタンク２の下開口部１１に螺合する。
【０００４】
　又、噴霧機１をレバー操作型にするため、先端部１２を把持用にした棒状レバー１３を
用いる。そして、レバー１３の基部をレバー１３の回動の中心となる軸１４に一体に結合
し、その軸１４を台部５の中央部を左右に貫通する２箇所の支持穴１５（１５ａ、１５ｂ
）に夫々挿通して回動自在に支持する。その際、レバー１３を台部５の左側面壁から突出
させ、その基部側を屈曲させることにより軸１４に対し直角状態に設置する。又、そのレ
バー軸１４にピニオン１６を固定し、そのピニオン１６をラック１７と噛み合せる。しか
も、そのラック１７は液加圧室７の室壁を挿通して内部に突出し、ピストン又はダイヤフ
ラムを駆動する駆動用ロッド１８の外端側に設ける。すると、レバー１３の上下動操作に
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より発生する軸１４の回動運動をピニオン１６とラック１７との噛み合せにより、駆動用
ロッド１８の往復直線運動に変換できる。なお、ポンプ３を構成する液加圧室７の下部に
も、ピニオン１６の近傍にレバー軸１４を支持する軸受１９を設ける。
【０００５】
　それ故、タンク２内の液体を液加圧室７に備えたピストン２０又はダイヤフラムの運動
により吸入し加圧でき、更にその加圧液を蓄圧チャンバ２１に蓄え吐出できる。そして、
加圧液をホース等の液圧送管を通し、先端に備えた噴霧ノズルより作物等に散布できる。
なお、２２(２２ａ、２２ｂ)は噴霧機１を背負式にするため、肩掛けバンド等を台部５付
きタンク２の背負面壁に配置するための止め穴である。
【０００６】
　このように背負式レバー操作型ポンプ内付け噴霧機１では、レバー１３の上下動操作に
より発生する軸１４の回動運動を、ピニオン１６とラック１７の噛み合せにより、液加圧
室７内に突出する駆動用ロッド１８の往復直線運動に変換しているが、レバー軸１４と駆
動用ロッド１８との間に、回動運動を往復直線運動に変換する他の機構としてリンク機構
を介在したものもある。
【特許文献１】意匠登録第８４６５３４号
【特許文献２】特開２００２－２５３９９８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、このような背負式レバー操作型ポンプ内付け噴霧機１では、台部５付き
タンク２の底面壁に、ポンプ３の蓄圧チャンバ側を下方から挿入してタンク２にポンプ３
を組み付けるため、図９に示すような大きな口径を有する下開口５４を設けなければなら
ない。このため、成形性、シール性、組立性、メンテナンス性等に関して次のような問題
がある。先ず、成形性に関しては、タンク２の底面壁の背負面壁側下部から台部５を突設
し、その底面壁の後面壁側に口径の大きな下開口５４を設けるので、下方からのポンプ挿
入を円滑に行えるように台部５の後面壁中央部の全体を大きく後退させなければならない
。しかも、タンク２を倒れないようにするため、台部５の最下部を形成する両足５５（５
５ａ、５５ｂ）の各後側部分を夫々後方に長く突出して、転倒防止機能を高める必要があ
る。
【０００８】
　そこで、通常はブロー成形を採用し、両足５５の各後側部分を夫々膨らませることによ
り後方に長く突出させている。しかし、ブロー成形により両足５５の各後側部分の幅と長
さとの比を１：１を超え、１：１．５程にして長くすると、突出後端部の肉厚が薄くなっ
てしまう。それ故に、タンク２を支持する台部５の両足５５の各突出後端部の強度を確保
できる最低肉厚を得るためには、他の部分の肉厚を必要以上に大きくしなければならず、
それだけプラスチック等の成形材料を多量に必要とするという不都合があった。
【０００９】
　次に、シール性に関しては、タンク２に口径の大きな下開口５４を設け、その周囲下面
６とポンプ３の液加圧室７の下部側周囲に設けたフランジ部８の相対する上面との間に、
パッキン９を介在しているが、そのシール面である下開口周囲下面６の精度が高くないと
液漏れが発生する。しかし、このような台部５付きタンク２は中空成形により製作するの
で、下開口周囲下面６には常に金型のパーティングラインが筋となって表われ僅かに突出
する。そこで、精度を高めるためには、下開口周囲下面６を削って平らに加工しなければ
ならず、負担が大きく不都合であった。
【００１０】
　次に、組立性に関しては、大きなリング状パッキン９を用いて、タンク２の下開口周囲
下面６とポンプ３のフランジ部８の相対する上面との間に介在し、更にポンプ固定用の組
み付けキャップ１０を用いて、タンク２にポンプ３を組み付け固定するため、そのままで
は非常に組み付け難い。そこで、通常はポンプ３のフランジ部８の上面に接着剤を付けて
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、そこにパッキン９を固着させた後に組み付けを行ない、或いはフランジ部８の上面に係
止用突起を設ける等して、そこにパッキン９を固定して組み付けを行っていた。それ故、
組立時の負担が大きいという不都合があった。
【００１１】
　本発明は、このような従来の問題点に着目してなされたものであり、台部付きタンクに
ポンプ組み付け用の口径の大きな下開口を設けず、成形性、シール性、組立性、メンテナ
ンス性に優れ、成形材料が少なく、軽量化できて、強度の大きな背負式レバー操作型ポン
プ外付け噴霧機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明による背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機は、
液体収容タンクの上面壁に液体投入用上開口を設け、そこに開閉自在な上蓋を備え、その
タンクの底面壁にタンクを立てて置くための支持用台部を突設し、その台部付きタンクに
、タンク内の液体を吸入し加圧するピストン又はダイヤフラムを備えた液加圧室と、その
加圧液を蓄える蓄圧チャンバとを備えて、その蓄圧チャンバから加圧液を吐出するポンプ
を組み付け、その台部で把持用先端部を有する棒状の操作レバーと一体の回動軸を回動自
在に支持し、そのレバー軸とポンプの液加圧室内に突出し、ピストン又はダイヤフラムを
駆動する駆動用ロッドとの間に、レバー軸の回動運動を駆動用ロッドの往復直線運動に変
換する機構を介在する。
【００１３】
　そして、上記台部付きタンクの後面壁中央部を凹ませてポンプ収納凹所を形成し、その
タンクの最下部付近の壁にタンク内の液体をポンプの液加圧室に送る液送出用下穴を設け
、その液加圧室に液送出用下穴と対応する液受入用口部を設けると共に、その液加圧室の
下側にレバー軸が嵌まる軸受部を突設し、そのポンプ収納凹所内にポンプを収納して組み
付け、台部付きタンクの後側にポンプを外付けする。
【００１４】
　又、上記タンクの後面壁に、ポンプ収納凹所の上側部に収納したポンプの蓄圧チャンバ
を覆うポンプカバーを備え付けると好ましくなる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機は、台部付きタンクの後面壁中央部を
凹ませてポンプ収納凹所を形成し、その凹所内にポンプを収納して組み付け、台部付きタ
ンクの後側にポンプを外付けし、そのタンクの最下部付近の壁にタンク内の液体をポンプ
の液加圧室に送る液送出用下穴を設けることにより、タンクとポンプとをホース等の液送
管でつなぐだけでよくなり、タンクに設ける液送出用下穴の口径を小さくできる。当然、
タンクの底面壁に、ポンプの蓄圧チャンバ側を下方からタンク内に挿入するための口径の
大きな下開口を設ける必要がなくなり、台部の後面壁中央部を大きく後退させる必要もな
い。そして、台部の左右最下部を夫々形成する両足の各後側部の幅と長さをほぼ同じ比率
で夫々大きくできる。すると、ブロー成形して各足の幅が狭い突出後端部を夫々膨らませ
ても、各突出後端部の強度を確保するための最低肉厚を得易く、他の部分の肉厚を必要以
上に大きくする必要がない。それ故、脚部付きタンクの成形性が優れたものとなり、成形
材料が少なくて済み、軽量化できて、強度を大きくすることができる。
【００１６】
　又、タンクの最下部付近の壁に、口径の小さな液送出用下穴を設けるだけでよくなり、
台部付きタンクの成形時にその液送出用下穴を形成し、或いは成形後にその下穴をドリル
等により開けて、シール部材としてＯリング等を用いることにより、加工上の負担も小さ
く、液漏れを簡単に防止できる。それ故、シール性が優れたものになる。
【００１７】
　又、ポンプの液加圧室の下側にレバー軸が嵌まる軸受部を突設することにより、組立時
に台部付きタンクの凹所内にポンプを収納し、その台部でレバー軸を回動自在となるよう
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に支持できると共に、そのレバー軸を液加圧室の下側に設けた軸受部に挿通できる。この
ため、ポンプを台部付きタンクにレバー軸を介して支持させることができる。そして、タ
ンクの液送出用下穴と液加圧室の液受入用口部とを液送管を用いて結合し、台部付きタン
クの凹所内にポンプを収納して組み付けると、その台部付きタンクの後側にポンプを外付
けできる。それ故、台部付きタンクにポンプを組み付け易くなり、組立性が優れたものに
なる。当然、メンテナンス性にも優れている。
【００１８】
　又、タンクの後面壁に、ポンプ収納凹所の上側部に収納したポンプの蓄圧チャンバを覆
うポンプカバーを備え付けると、蓄圧チャンバを日光等から保護できるため好都合となる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付の図１～６を参照して、本発明の実施の最良形態を説明する。
　図１は本発明を適用した背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機の背面図、図２は同噴
霧機の底面図である。この背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機２３は、やはりその主
要部を液体を収容するタンク２４に、そのタンク２４内の液体を吸入し加圧して吐出する
ポンプ２５を組み付け一体化して構成する。そして、タンク２４にはその上面壁に液体投
入用の口径の大きな上開口を設け、そこに開閉自在な上蓋（図示なし）を備える。又、タ
ンク２４を立てて地面等の上に置くため、タンク２４の底面壁から下方に支持用台部２７
を突設する。その際、台部２７をタンク２４の底面壁の後面壁側から突出する。
【００２０】
　又、このような台部２７付きタンク２４は左右をほぼ対称にする。そして、その台部２
７付きタンク２４の後面壁２８の中央部２９を、図３、４に示すように凹ませ、タンク２
４の上部を除く下部側をポンプ収納凹所３０に形成する。しかも、ポンプ２５として、図
５に示すようなタンク２４内の液体を吸入し加圧するピストン又はダイヤフラムを備えた
液加圧室３１と、その加圧液を蓄える蓄圧チャンバ３２とを備え、その液加圧室３１上に
蓄圧チャンバを乗せ一体にしたユニットを用いる。そこで、台部２７付きタンク２４のポ
ンプ収納凹所３０を形成する後面壁中央部２９を、ポンプ２５の大きさ、外形形状等に合
せて後退させ、そのタンク２４の後面壁中央部２９の最下部付近の右側部に、タンク２４
の内部空間５２に収容した液体をポンプ２５の液加圧室３１に送る液送出用下穴３３を設
ける。なお、３４はタンク２４の液体投入用上開口、３５はタンク２４の背負面壁、３６
はタンク２４の底面壁である。
【００２１】
　又、台部２７は後面壁中央部２９の該当部分を凹ませることにより、台部２７の左右部
がいずれも後側に突出してタンク２４を立てる方向に沿って脚状に膨らむ。すると、台部
２７の左右後側突部３７（３７ａ、３７ｂ）を平行状態に配設し、その左右部の各最下部
を地面等に接触させるための両足３８（３８ａ、３８ｂ）にできる。そして、台部２７の
左右後側突部３７にレバー軸挿通用の貫通穴３９（３９ａ、３９ｂ）を夫々設ける。なお
、台部２７の内部を空洞にする。
【００２２】
　このような台部２７付きタンク２４にすると、タンク２４の最下部付近の壁５３に、タ
ンク２４内の液体をポンプ２５の液加圧室３１に送る液送出用下穴３３を設け、その液送
出用下穴３３とポンプ２５の液受入用口部４０をホース等の液送管でつなぐだけでよくな
り、タンク２４に設ける液送出用下穴３３の口径を小さくできる。当然、タンク２４の底
面壁３６に従来のような口径の大きな下開口を設ける必要がなくなり、台部２７の後面壁
中央部２９を大きく後退させる必要もない。そして、台部２７の左右最下部を形成する両
足３８の各後側部の幅と長さを１：１の近傍で夫々大きくできる。すると、ブロー成形に
より各足３８の幅が狭い突出後端部４１（４１ａ、４１ｂ）を夫々膨らませても、その各
突出後端部４１の強度を確保するための最低肉厚を得易く、他の部分の肉厚を必要以上に
大きくする必要がない。それ故、台部２７付きタンク２４の成形性が優れたものになり、



(6) JP 2009-18236 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

プラスチック等の成形材料が少なくて済み、軽量化できて、強度を大きくすることができ
る。
【００２３】
　又、タンク２４の最下部付近の壁５３に、口径の小さな液送出用下穴３３を設けるだけ
でよくなり、台部２７付きタンク２４の成形時にその液送出用下穴３３を形成し、或いは
成形後にその下穴３３をドリル等により開けて、シール部材としてＯリング等を用いるこ
とにより、加工上の負担も小さなり、液漏れを簡単に防止できる。それ故、シール性が優
れたものになる。
【００２４】
　噴霧機１の組立時、長さ方向のほぼ中央を直角状の屈曲箇所にしてＬ字状に屈曲させた
棒状体４２を用いる。そして、その屈曲箇所より一方の側部を操作用のレバー４３、他方
の側部をレバー操作の中心となる回動軸４４にする。又、操作レバー４３の先端部４５を
把持用箇所にし、その操作レバー４３と一体の回動軸４４を台部２７の左右後側突部３７
に設けた一対の貫通穴３９（３９ａ、３９ｂ）に挿通する。すると、その台部２７により
回動軸４４を水平方向に支持できる。そこで、レバー軸４４とポンプ２５の液加圧室３１
の内部に突出し、ピストン又はダイヤフラムを駆動する駆動用ロッドとの間に、レバー軸
４４の回動運動を駆動用ロッドの往復直線運動に変換する機構として、例えばピニオン４
６とラック４７との噛み合せ機構を介在する。その際、レバー軸４４にピニオン４６を固
着し、ラック４７は液加圧室３１の内部に収納したピストンまたはダイヤフラムと内端が
結合し、室壁を挿通して外部に突出する駆動用ロッドの外端側に設ける。又、液加圧室３
１にはその下側にレバー軸４４が嵌まる軸受部４８を突設する。
【００２５】
　このようにして、図６に示すように台部２７付きタンク２４の凹所３０内にポンプ２５
を収納し組み付けると、台部２７付きタンク２４の後側にポンプ２５を外付けして、主要
部を構成できる。それ故、台部２７付きタンク２４にポンプ２５を組み付け易くなり、組
立性が優れたものになる。当然、メンテナンス性にも優れている。
【００２６】
　そこで、タンク２４の後面壁（台部２７付きタンク２４の後面壁２８の上部側）に、ポ
ンプ収納凹所３０の上部側に収納したポンプ２５の蓄圧チャンバ３２を覆うポンプカバー
（図示なし）を備え付ける。その際、タンク２４の後面壁の上部直下を少し後退させて、
その中央にねじ穴４９を設け、ポンプカバーをねじ止めして係止する。すると、蓄圧チャ
ンバ３２を日光等から保護できるため好都合となる。そして、蓄圧チャンバ３２の最下部
付近に加圧液を吐出する吐出用口部５０を設け、そこにホース等の液圧送管を接続し、そ
の先端に噴霧ノズルを備え付ける。又、噴霧機１を背負式にするため、タンク２４の左右
上隅部の２箇所と台部２７の左右下隅部の２箇所に、２本の背負いバンドを左右に配置す
るための止め穴５１（５１ａ、……５１ｄ）を夫々設ける。すると、背負いバンドを取り
付けることにより、背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機２３が完成する。
【００２７】
　使用時には、噴霧機２３を背負い、レバー４３の先端部を把持して適宜上下動させる。
すると、液加圧室３１のピストン又はダイヤフラムを上下動させて、そのピストン又はダ
イヤフラムの運動によりタンク２４内の液体を吸入し加圧した後、その加圧液を蓄圧チャ
ンバ３２に蓄え、更に液圧送管を介して噴霧ノズルから作物等の対象物に散布できる。そ
の際、操作レバー４３を上下動させてあおると、ポンプ２５に働く回動軸４４を中心とす
るモーメントは、常に台部２７付きタンク２４の後面壁中央部２９に向かう。それ故、台
部２７付きタンク２４の凹所３０内に収納したポンプ２５を、台部２７で回動自在に支持
したレバー軸４４のみによって良好に保持できる。
【００２８】
　なお、上記実施の形態ではレバー軸４４の回動運動をピストン又はダイヤフラムを駆動
する駆動用ロッドの往復直線運動に変換する機構として、ピニオン４６とラック４７との
噛み合せ機構を用いたが、リンク機構を用いることもできる。



(7) JP 2009-18236 A 2009.1.29

10

20

【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明を適用した背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機の背面図である。
【図２】同噴霧機の底面図である。
【図３】同噴霧機の主要部を構成する台部付きタンクの背面図である。
【図４】同台部付きタンクの縦断面図である。
【００３０】
【図５】同噴霧機の主要部を構成するポンプの側面図である。
【図６】同噴霧機の台部付きタンクにポンプを組み付けた状態を示す縦断面図である。
【図７】従来の背負式レバー操作型ポンプ内付け噴霧機の背面図である。
【図８】同噴霧機の内部構造を示す図７のＡ－Ａ縦断面図である。
【図９】同噴霧機の主要部を構成する台部付きタンクの底面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　２３…背負式レバー操作型ポンプ外付け噴霧機　２４…タンク　２５…ポンプ　２７…
台部　２８…台部付きタンクの後面壁　２９…後面壁中央部　３０…ポンプ収納凹所　３
１…液加圧室　３２…蓄圧チャンバ　３３…液送出用下穴　３４…液体投入用上開口　３
５…背負面壁　３６…底面壁　３７…台部の後側突部　３８…足　３９…レバー軸挿通穴
　４０…液受入用口部　４１…突出後端部　４３…レバー　４４…軸　４５…把持用先端
部　４６…ピニオン　４７…ラック　４８…軸受部　４９…ポンプカバーねじ止め穴　５
０…吐出用口部　５１…背負バンド止め穴　５２…内部空間　５３…タンク最下部付近の
壁

【図１】 【図２】
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